
 令和５年度事業報告  

社会福祉法人 尼崎武庫川園 
 

1 令和５年度事業総括  

 令和 5 年度は、新型コロナウィルス感染症が第５類となり、各施設

においてご利用者の生活面や行事などの充実に向けた取り組みが進め

られた。感染対策を継続している中でも各入所施設では 10 名以上が感

染するクラスターが発生した。インフルエンザやノロウイルスといっ

た感染症も流行し、厳しい対応を余儀なくされたが、幸いにも重症化

する方はなかった。物価高騰の影響等により食材費や委託費の値上げ

等があいつぎ、少なからず各施設の経営に影響があった。以下、事業

計画の項目ごとに報告を行う。  

 

（１）武庫アルテンハイムの建替整備について  

 武庫アルテンハイムの建替えについて、一定の収支改善状況の報告

と、現在の職員用駐車場を活用したプランについて 6 月の理事会で提

案し、評議員会での意見も踏まえ詳細な整備計画及び資金計画をまと

めることとした。令和６年１月の理事会において「武庫アルテンハイ

ム建替整備基本計画」としてまとめ、理事・評議員意見交換会にて意

見集約を行った。令和６年３月に基本計画を意見に基づき一部修正し、

改めて理事会において決議し、計画を具体的に進めることとした。計

画の推進にかかる課題について協議を行うことを目的に、別途「建設

委員会」を立ち上げ、第１回委員会では、武庫アルテンハイムの運営

及び整備後の経営に関する協議等を行った。  

（２）通所事業の再編について  

令和 5 年 10 月に第１松の園を生活介護事業へ事業移行し、定員を

５０名とした。第２松の園は定員を徐々に減らしながら、工賃向上の

取り組みを進めている。ご利用者の異動による一時的な混乱はあった

ものの、各事業の特性を活かす形となったことで日中活動の充実や作

業の開拓等課題を明確にした取り組みができるようになった。ただ、

利用者の異動や利用率に応じた適切な人員配置が難しかったことや物

価高騰等の影響もあり収支が赤字となってしまった。  

（３）人材確保について  

採用チームによる各種就職フェアへの参加及び多様な媒体を使った

求人活動の結果、正規職員は新卒採用５名、中途採用５名、正規登用

試験による採用３名となった。非常勤職員については４名の採用を行

った。人員不足が解消されてはいないため、引き続き外国人の活用も

含めて情報を収集していく。  

（４）人材育成について  

 新人職員へのエルダー制度の充実を図る一環として OJT リーダー

養成研修を基礎・実践の形で実施し、各職場における新人職員の育成

に対する意識の向上を図った。その他法人研修は階層を意識した内容



とし、テーマに沿って参加者を絞り込むことで研修効果を高めるよう

にした。基礎的な知識の向上のためのオンライン研修の活用や他法人

の職員との交流機会として外部研修にも積極的な参加を促した。  

（５）感染症対策について  

 感染対策の継続について、令和４年度に引き続き感染予防対策を強

化・推進し、各種感染症の予防及び感染発生時の対応の迅速化に努め

た。また、感染症対応事業継続計画を策定し、感染対策委員会を中心

にシュミレーションの実施を行うなどの取り組みを進めた。感染症発

生時には各事業所の状況について時間差なく情報共有することで感染

拡大の防止に努めた。  

（６）地域貢献・地域における公益的な取組の推進について  

 地域交流・貢献について、コロナ５類移行を受けて地域の方との交

流を徐々に再開していくようにした。武庫川園祭りは、本年度は利用

者と職員に限定したものの屋外でのイベント等も再開し、久しぶりに

一堂に会したことで和やかな雰囲気の中開催することができた。また、

西宮市民祭りや甲東文化の集いにも出店し、利用者とともに手作り品

の販売等を行った。西宮市社協共生のまちづくり課との連携による段

上福祉施設連絡会「だんだんミーツ段上」（ななくさ清光園・ななくさ

学園・にしのみや聖徳園）において地域を巻き込んだ企画検討を行い、

4 月には春のイベントとして福祉体験型「るんるんサクラウォーク」、

11 月には職員交流会としてボッチャ大会を実施するなど情報交換・交

流等に努めた。  

（７）相談支援事業の体制について  

 相談支援等地域支援については、サービス等利用計画の作成及びモ

ニタリング作成を中心にした計画相談支援事業を継続して行っている。

法人内の他の相談支援機関を利用している方の中で、希望される方か

ら少しずつ新規契約者を増やしている。他の相談支援事業との連携や

法人内のサービス管理責任者との連携を図り、ご利用者の希望する暮

らしやサービス提供が実現できるよう積極的に働きかけた。  

（８）災害対策の整備について  

 災害対策の強化について、近年増加している大雨や台風を想定した

洪水警報発令時の避難経路の確認、垂直避難を含めた総合防災訓練を

6 月に行った。同時にリーブ・フルーリー北側非常階段にて要配慮者

の避難補助用具「エアーストレッチャー」の使用方法のデモ等を行っ

た。災害時の事業継続計画を策定し、計画の効果的な活用に関する研

修等を行い、より実効性の高い計画へと見直しを検討した。  

（９）安全衛生への取り組み強化について  

 過去 3 年間の労働災害が多かったことにより労働基準監督署から安

全衛生特別指導事業所に指定された。巡回指導に基づき年間の改善計

画書を作成して改善に取り組んだ。転倒災害の予防やリスクアセスメ

ントの実施、巡回指導に基づく危険個所の改善等について取り組みを

進めたことで事故件数の減少が見られた。また、ノーリフトケア（抱

え上げない介護）を法人の基本方針として打ち出し、職員及び利用者

の身体的負担の軽減、腰痛等の労働災害の防止等に努めた。利用者の



介護度に合わせた福祉機器の導入を積極的に進め、安心で安全な介護

環境の整備を図った。職員のメンタルヘルス推進のため、相談体制や

研修体制等を盛り込んだ心の健康づくり計画を策定した。以上のよう

な安全衛生にかかわる取組の強化が評価され 1 年間で特別指導事業所

の指定は解除となった。  

 

2 職員配置  

   

常務理事  

事務局長兼務  
施設長  

事務員  

施設事務兼務  

  

１  ６  ２    

                     6 年 3 月 31 日現在  

    

３ 法人主催研修     

 

実施日 研修名 人数及び対象階層 他 

4 月～5 月 新人職員研修 3 名 新規採用者  

7 月 28 日 
MBTI・チームビルデ

ィング① 
13 名 管理者・役職者  

8 月 4 日 
チームマネジメント

① 
10 名 主任・副主任   

9 月 16 日 OJT リーダー養成 12 名 中堅職員  

10 月 11 日 財務管理研修 6 名 施設長  

11 月 13 日 
コミュニケーション

スキルの向上 
10 名 新任 3 年目程度  

11 月 24 日 
チームマネジメント

② 
10 名 全職員  

12 月 8 日 
MBTI・チームビルデ

ィング② 
20 名 管理者・役職者  

12 月 13 日 BCP 研修 7 名 防災担当者  

2 月 16 日 実践報告会 16 名 全職員  

3 月 1 日 実践報告会 15 名 全職員 4 

3 月 15 日 実践報告会 13 名 全職員  

 



４ 年間行事 

 

月 行 事 内 容 

4 月 
1 日 辞令交付式、法人新任研修  

委員会（衛生、事故対応、広報、採用、感染）  

5 月 

19 日 会計監査 

30 日 監事監査 

委員会（衛生、事故対応、広報、採用）  

6 月 

8 日 第 1 回理事会（決算報告等）  

23 日 定時評議員会（決算報告等）  

第 2 回理事会（理事長、常務理事の選任）  

委員会（虐待、衛生、事故対応、広報、採用、感染） 

7 月 委員会（衛生、事故対応、広報、採用）  

8 月 
16 日 第 3 回理事会（施設長人事：書面決議）  

委員会（衛生、事故対応、広報、採用、感染）  

9 月 委員会（衛生、事故対応、広報、採用）  

10 月 
28 日 西宮市民祭りへ出展 

委員会（衛生、事故対応、広報、採用、感染）  

11 月 

1 日 尼崎武庫川園祭り（職員・利用者）  

22 日 会計監査（中間期） 

25 日 正規職員登用試験実施  

委員会（衛生、事故対応、広報、採用）  

12 月 委員会（衛生、事故対応、広報、採用、感染）  

1 月 

30 日 第 4 回理事会 

   理事・評議員意見交換会  

委員会（衛生、事故対応、広報、採用）  

2 月 委員会（衛生、事故対応、広報、採用、感染）  

3 月 

12 日 第 5 回理事会（第 2 次補正予算・令和 5 年度

事業計画・令和 5 年度当初予算・就業規則等改正・武

庫アルテンハイム建替整備基本計画）  

27 日 第 2 回評議員会（第 2 次補正予算・令和 5 年

度事業計画・令和 5 年度当初予算） 

委員会（衛生、事故対応、広報、採用、感染）  

 

 

 

 

 

 



５ 実施事業及び定員一覧  

 

「松の園」        障害者支援施設（知的）  

             ショートステイ（空床型）  

             定員４５名  

 

「カトレアの園」     障害者支援施設（身体）  

             ショートステイ（空床型）  

             定員（入所）４８名（通所）１０名  

 

「武庫アルテンハイム」   特別養護老人ホーム  

             ショートステイ  

             定員（入所）６０名  

             （ショートステイ）５名  

 

「第２松の園」      就労継続支援 B 型  

             定員３５名  

 

「リーブ・フルーリー」   障害者支援施設（知的）  

             ショートステイ  

             定員（入所）５０名  

             （ショートステイ）４名  

 

「第１松の園」      就労継続支援 B 型 定員１５名  

             （令和５年９月３０日廃止）  

生活介護 定員５０名  

             （令和５年１０月１日より定員変更  

３１名から５０名）  

 

「かがやきステーション」  相談支援事業所  

 

「こころ＆つばさ」    共同生活援助（グループホーム）  

             こころ＆つばさ  定員４名  

             ひまわりガールズ 定員３名  

 

 

 

 

 



松の園 
 

1 令和 5 年度事業総括  

5 年度、男性 22 人、女性 23 人、計 45 人満床でスタートした。10

月、70 代女性ご利用者がアルテンハイムに移籍したが、11 月には通所

施設で入所希望されていた方と契約し、満床を維持した。入院や長期

帰宅等で空床期間が長期化することもあったが、事業収入は短期入所

で補ってきた。収入面では前年比、約 620 万円の増収となり安定して

いる。職員配置に関しては、カトレアの園女性職員不足の影響で 1 名

12 月から 6 年度 4 月まで応援のため出向した。また、男性職員が 3 か

月間育児休暇を取得し、人員は派遣職員で補った。  

５年度も多くの専門学校生、大学生の実習を受け入れた。終了時に

は障害者支援施設への就職に興味を持ち、アルバイトやボランティア

を希望する学生もおり、採用に繋ぐことができている。  

「設備整備・備品」  

3 階男性トイレからの水漏れがあり、2 階廊下に影響があり壁面クロ

ス、天井を修繕、3 階居室も 3 室の床を張り替えることになった。今

年度法人が安全衛生特別指導事業所に指定されており、改善計画とし

て提出した浴室の防滑工事を実施した。また、巡回指導で作業場の穿

孔機に危険個所がみられるとの指摘を受け、安全対策を講じた。予定

していた厨房塗床工事は補助金申請の都合で 6 年度に持ち越すことに

なった。ご利用者のベッド・マットレスと室内エアコンは前年度から

順次買い替えて居住環境を整えた。  

「感染症対策」  

新型コロナウィルス感染症が 5 類に移行したが、感染予防対策は引

き続き行った。しかし、外出や面会を緩和したこともあり、3 月上旬に

20 名の利用者が感染し、クラスターとなった。さいわい全員軽症で 5

日間の療養期間で終息させることができた。  

「生産活動・日中活動・暮らし」  

活動の中心は生産活動だが、年齢を重ねたご利用者が生産に携わる

時間が短くなっている。それでもご利用者に支払える平均年間工賃は

昨年より 1 割増しの 22.000 円であった。十分な額とは言えないが、働

いて対価を得るということは有意義な活動だと認識している。松の園

に入所を希望される方は、生産活動を主軸に置いていることを評価さ

れており、メリハリのある生活をおくることができている。行動制限

がある中でいきいきと暮らせるよう、日課をプログラムしている。ボ

ランティアの方々の力を借りて手芸や音楽、料理などの余暇も充実さ

せた。また、毎月第 4 土曜日のバーベキュー、第 2 木曜日の外注弁当

の日を企画し、給食ではない食事を楽しんでいただくことも定着した。 

「高齢化・重度化」  

認知機能の低下が確認されるご利用者が増えた。食事や排泄、入浴

にも問題があり、介護設備が不十分な松の園で、ご利用者、職員共に

心身の負担が軽減できるよう、リフトや介護ベッド、シャワーチェア



ー等をリースして対応している。また、誤嚥事故が起こり、食事前の

嚥下体操や予防の知識、万が一起こったときの処置の方法等を確認し

た。法人内でライフステージにあった転籍をスムーズに実現させたい。 

  

2  職員配置  

 

施 設 長       事 務 員    

本部事務兼務  

サ ー ビ ス 管 理  

責任者  

看 護 師    

（非常勤）  

管理栄養士  

１  １  １  １  １  

理 学 療 法 士 

常勤   

支 援 員   

常勤    

支 援 員   

非常勤  

嘱  託  医

内科、精神科、歯

科、耳鼻咽喉科  

ボランティア   

グループ  １   

個人   1 

１  １２  １０  ４   

                    令和 6 年 3 月 31 日現在  

  

3  内部・外部研修 

 

  研修日 研修内容 
参

加 

外 
4 月 4 日～ 

4 月 5 日 
強度行動障害支援者養成研修（基礎）  １ 

外 
4 月 24 日～ 

4 月 25 日 
強度行動障害支援者養成研修（基礎）  １ 

Web 
5 月 5 日～ 

6 月 5 日 
障害者福祉とは ２ 

Web 
5 月 5 日～ 

6 月 5 日 
知的障害者とは ２ 

Web 
5 月 5 日～ 

6 月 5 日 
感染予防 ８ 

Web 
5 月 5 日～ 

6 月 5 日 

虐待防止 
11 

Web 
5 月 12 日～ 

5 月 25 日 
ハラスメント（知識と対策等の習得）  ４ 

Web 5 月 30 日 福祉従事者新任職員研修  ２ 

Web 
6 月 13 日～ 

6 月 26 日 
認知症ケア ４ 

Web 
5 月 6 日～ 

6 月 5 日 
感染予防 12 

Web 
5 月 6 日～ 

6 月 5 日 
虐待防止 ５ 



Web 
6 月 6 日～ 

7 月 5 日 
虐待防止 ９ 

Web 
6 月 6 日～ 

7 月 5 日 
大規模災害と福祉施設  21 

Web 
7 月 10 日～ 

8 月 10 日 
虐待防止のポイント整理  11 

Web 
7 月 10 日～ 

8 月 10 日 
実践的な虐待防止活動  8 

Web 
7 月 10 日～ 

8 月 10 日 
身体拘束について 16 

法 7 月 28 日 MBTI・チームビルディングについて  ２ 

法 8 月 4 日 チームマネジメントについて  ２ 

Web 
8 月 10 日～ 

9 月 23 日 
大規模災害と福祉施設  10 

Web 
8 月 10 日～ 

9 月 23 日 
強度行動障がい 14 

Web 
8 月 10 日～ 

9 月 23 日 
危険予知とは 26 

法 9 月 14 日 KYT 研修 ３ 

法 9 月 16 日 OJT リーダー養成 ２ 

Web 
10 月 1 日～ 

10 月 31 日 
ダウン症 ダウン症とは～基本的理解  26 

外 10 月 3 日 看護と介護職の連携力強化研修  ３ 

Web 
11 月 1 日～ 

11 月 31 日 
ハラスメントの理解と防止に向けて  17 

Web 
11 月 1 日～ 

11 月 31 日 
障がい者との関係構築  ９ 

外 11 月 7 日 
虐待防止の義務化 障がい福祉施設はどうす

れば？ 
１ 

外 11 月 10 日 職業倫理と権利擁護 １ 

外 11 月 21 日 意思決定支援研修会 ４ 

外 11 月 24 日 感染対策セミナー ２ 

内 11 月 24 日 チームマネジメントについて  ２ 

Web 
12 月 1 日～ 

12 月 31 日 
障がい者との関係構築  14 

Web 
12 月 1 日～ 

12 月 31 日 
ハラスメントの理解と防止について  ７ 



法 12 月 8 日 MBTI・チームビルディングについて  ４ 

外 
12 月 8 日～ 

12 月 9 日 
動きを引き出すポジショニング研修  １ 

法 12 月 13 日 BCP について 4 

外 12 月 19 日 成年後見人制度の理解  １ 

法 １月 18 日 BCP について ２ 

法 2 月 17 日 OJT リーダー養成 １ 

外 2 月 21 日 １００均にもある防災グッズ  １ 

Web 
2 月１日～ 

2 月 29 日 
知的障がいと認知症 7 

Web 
2 月１日～ 

2 月 29 日 
個別支援計画とケース記録  14 

内 
3 月１日～ 

3 月 31 日 
感染予防とゾーニング  14 

Web 
3 月１日～ 

3 月 31 日 
感染症が起こった際の初動パッケージ  20 

 

令和 5 年行事 

 

月 日 行 事 内 容 参加人数 

4 月 7 お花見弁当 43 

4 月 23 バーベキュー① 41 

5 月 2 
ゴールデンウイーク行事（フルーツパフ

ェ） 
35 

5 月 27 バーベキュー②   42 

6 月   8 お弁当会① 44 

6 月 21 運動会＆ケーキバイキング  45 

6 月 24 バーベキュー③ 43 

7 月 7 七夕会＆七夕ケーキ 45 

7 月 29 バーベキュー④ 43 

8 月 26 バーベキュー⑤ 43    

8 月 30 夏祭り＆盆踊り 43 



9 月 14 行楽弁当 44 

9 月 23 バーベキュー⑥ 40 

10 月 12 お弁当会② 44 

10 月 26 ミニ運動会＆焼き芋大会  42 

10 月   28 バーベキュー⑦ 42 

11 月 1 武庫川園祭り 43 

10 月 22 バーベキュー⑦ 43 

11 月   2 尼崎武庫川園祭り 45 

11 月 9 お弁当会③ 45 

11 月 25 バーベキュー⑧ 43 

12 月 12～21 外食（4 グループ） 44 

12 月   14 キッチンカー 42 

12 月  23 クリスマス会 42 

12 月 24 バーベキュー⑨ 41 

1 月 13 新年会（餅つき大会）  37 

1 月 27 バーベキュー⑩ 42 

2 月 3 節分会 43 

 2 月 8 お弁当会④ 43 

 2 月 24 バーベキュー⑪ 43 

 3 月 1 ひな祭り（ケーキバイキング）  43 

3 月 14 お弁当会⑤ 45 

 3 月 23 バーベキュー⑫ 39 

 

 毎月・毎週の行事 

  ・誕生会・理美容・血圧体重測定・内科検診・精神科往診  



  ・オーラルケア・おやつ作り（毎週）  

  ・耳鼻科検診（年 2 回）・避難訓練（月 1 回） 

  ・ミュージックセラピー（月２回）  

  ・手芸教室（月２回）  

 

5 月別生産活動収益 

 

 

 

  

月 月別合計金額 

4 月 79.420 

5 月 83.182 

6 月 89.426 

7 月 77.157 

8 月 80.960 

9 月 92.510 

10 月 85.580 

11 月 72.820 

12 月 71.097 

1 月 94.127 

2 月 88.669 

3 月 92.840 

合 計 1.007.788 



カトレアの園 
 

1 令和５年度事業総括  

令和５年度は入所者４２名通所者９名でスタートし、１名が亡くな

り、１名退所された。新規に入所者２名を受け入れた。  

新型コロナウィルス対応については５類になった後も標準的な感染対

策は変更せず対応していたが、８月職員１名利用者４名の陽性者が発

生し、９月に職員５名利用者１０名のクラスターが発生した。  

環境整備について利用者の重度化により和室を使用できないご利用

者が増えたこと、新しい入所者を受け入れる為、また職員の腰痛対策

の為２つの和室とトイレを洋室化した。同時にリフトを２か所設置し

たが、これについてはやまぶき財団の補助金で実施した。業務用洗濯

機と乾燥機が修理部品がなくなってきたため、リースで入れ替えを行

った。  

業務効率化のため以下の取り組みを行った。  

勤務表作成について職員人数が多く、作成に時間がかかっていたため、

自動作成ソフトを導入し、大幅な作業効率の改善につながった。  

特種浴槽での入浴介助時にストレッチャーの幅が狭く高さが低いため、

職員の作業負担があり、転落の危険もあるため「どこでもミラバス」

を導入し、洗体が不要になり業務効率が改善された。またご利用者も

皮膚の刺激の経験や血流の促進など、いい効果が見られた。ナースコ

ールについては現在呼び出し式のため職員の作業効率が悪く、インカ

ム式のものを試したが、操作性がマッチせず今後も検討課題となって

いる。  

職員研修について新入所者の方の高次脳機能障害に対応するため、

地域の事業所とつながり、研修の実施と個別アセスメントを行った。  

ＷＥＢの研修「サポカレ」を活用し、虐待防止の研修を行った。  

ノーリフトケアについてはご利用者の機能維持と職員の労働安全の視

点を持ち、マニュアル整備を開始した。また基本的な教育をすすめる

ため、ｅラーニングの動画研修を購入し、全職員が研修を行った。  

２４時間姿勢ケアでは個別に生活動作や姿勢をアセスメントし、ポジ

ショニングの検討や福祉用具の活用を行った。ご利用者の身体的機能

の改善だけではなく排泄障害の改善も見られている。  

虐待防止委員会では「アンガーマネージメント」をテーマにグループ

ワークを行った。  

ボッチャについては午後の活動にメニューとして取り入れ継続して活

動を行った。旅行や外出に制限があったため、毎月食のイベントを充

実させた。  

ヘルパーを利用した外出も下半期より再開した。  

職員体制について女性職員・パートの退職があり人員不足の状態が

続いていた。１２月に法人内の他事業所より応援職員を依頼した。  

 

 



2 職員配置  

  施設長       事務員     サービス管理  

責任者  

看護師  栄養士  

１  １  １  ３  １  

理学療法士    支 援 員   

常勤（内嘱託）    

支 援 員   

非常勤 (内派遣 )  

清掃・運転  

非常勤  

 

１  ２２（２）  ８（５）  ４   

                    令和６年３月３１日現在  

 

３ 外部・内部研修   

外部研修 

実施日 研修名 参加人数 

４月１８日 
バリアフリー展 ケアの質の向上

のための組織作り 

１名 

６月２３日 給食施設研修会 １名 

８月３０日 ノーリフト研修 ３名 

９月１４日 食事サポーター講座 １名 

１０月１２日 障害制度と介護保険制度の連携  １名 

１１月１０日 福祉従事者中堅研修 １名 

１１月１５日 兵障協マナー研修 １名 

１１月２０日 リスクマネジメント １名 

１１月３０日 だんだんミーツ段上職員交流会  ２名 

１２月１日 ケアテック大阪(福祉機器展) ２名 

１２月１５日 初めて福祉の仕事につく人研修会  １名 

１月３０日 サビ管更新研修 １名 

２月２０日 成年後見制度勉強会 １名 

２月２３日 虐待防止マネージャー  １名 

３月７日 障害者虐待対応研修 ２名 

３月１１日 相談支援フォローアップ研修  １名 

３月１８・１９日 姿勢管理研修 １名 

内部研修 

実施日 研修名 参加人数 

５月６・１２日 救急対応研修 １０名 

５月３１日 ２４時間姿勢ケアシェア会  ７名 

８月 虐待防止ＷＥＢ研修 全職員 

９月１４日 ＫＹＴ研修 １名 

１２月９日～ ノーリフトケア ｅラーニング 全職員 

１月５日 高次脳機能障害について  ５名 

１月１８日 ＢＣＰ研修 ２名 

２月２日 感染症研修と訓練(ノロ) ８名 

２月１６日 実践報告２松・松の園  ４名 

３月１日 実践報告カトレア・１松  ４名 

３月１５日 実践報告リーブ・アルテン  ４名 



３月２５日 ２４時間姿勢ケアシェア会  ７名 

３月２９日 脳性麻痺について ４名 

 

４ 年間行事  

月 日 行 事 内 容 参加人数 

４月 

１日～１

７日 
近隣の公園で花見 ４０名 

１６日 
段上るんるんサクラウォーク作品展

示・ボッチャ 
４名 

２１日 春の行事 ４２名 

２８日 餃子パーティー ４５名 

５月 
５日 デザートバイキング ４３名 

２８日 海鮮ちらし ４１名 

６月 

１日 トライやるウィーク受け入れ  ２名 

１５日 クレープづくり ２４名 

２４日 ピザパーティー ３１名 

３０日 ボッチャ大会 ４８名 

7 月 

１４日 ボッチャ大会 ４６名 

２０日 ボランティア バンド演奏 ４３名 

２８日 外注弁当 ４１名 

８月 
１８日 カトレア夏祭り ４３名 

２４日 かき氷 ２２名 

９月 

５・６日 ボランティアうちわづくり  ３５名 

８日 そうめん流し ４２名 

２２日 たこ焼きパーティー ４６名 

２９日 フルーツパーティー ４５名 

 

１０月 

 

 

１３日 バーベキュー ４２名 

２５日 マジックボランティア  ２０名 

２５日 スイーツパーティー ４４名 

１１月 １日 尼崎武庫川園まつり ４３名 



 

 

  

６・７日 アートボランティア ３５名 

１２月 

１日 花火大会 ３９名 

８日 ご当地ラーメン ４６名 

１５日 クリスマス会 ４５名 

２５日 おでんバイキング ３６名 

１月 

１２日 新年会 ４６名 

１６日 段上福祉委員会ボッチャ交流会  ２名 

２６日 選択パン ４６名 

２６日 ボッチャ大会 ３０名 

２月 

９日 手巻き寿司パーティー  ４８名 

２８日 
だんだんミーツ段上 

 保育園との交流 
２名 

３月 

１２・ 

２５日 
おにぎりパーティー ４２名 

２２日 バイキング ４３名 

３０日 ユニバーサルスポーツ体験会  ２名 



武庫アルテンハイム 
 

1 令和 5 年度事業総括  

令和 5 年度実績は、特養利用率 85.6％（51.4 名）、短期入所利用

率 37.7％（1.9 名）であった。昨年度、12 月に新型コロナウイルス

によるクラスターが発生し、感染による死亡者はゼロではあったが

老衰等で亡くなられた方々の後、感染対応期間が長期化したことも

あり新規獲得に出遅れてしまった。   

介護職員の体制が厳しい中でスタートを切った。年度途中には、

体調不良で長期離脱する職員もいる中、利用者人数は漸く年間通し

て 50 名を切らずに推移した。年間の利用者人数の一定数の維持がで

きたのは、長期入院する利用者が少なかったことと退所後の人員補

充がスムーズにできたことが大きい。特に退所後の新規入所者の確

保は、今後も引き続き速やかに行っていく。  

法人が掲げた「ノーリフトポリシー」の理念に基づき、当施設にお

いて天井走行型リフト 5 基（1 基は浴室用、他 4 基は 4 人部屋に設

置した）、床走行型リフト 1 基、スタンディングリフト 1 基を導入し

た。導入にあたり、施設内で担当職員を決めて委員を作り、業者の協

力を得て施設内研修を行った。研修後は、リフト委員を中心に少人

数ずつ職員がモデルとなってリフト操作の伝達を行った。居室の構

造上、床走行式リフトが使えない居室が多く、天井走行型リフトを

設置した居室へ移っていただいて環境を整えた。「リフトを使う」と

いうことに慣れることを優先して取り組んだため、「正しい姿勢」の

習得が不十分な面もあった。リフト導入で身体的負担が減った職員

もいる半面、無理な姿勢でリフトを扱ってしまい負担軽減の実感で

きない職員も多かった。次年度は、新卒職員や異動職員が配属され

ることもあり、早い時期に既存の職員も含めて「正しい使い方」を再

度習得できる体制づくりを行いたい。  

施設の建て替え向けて、収支改善方策検討委員会での検討や協議

を経て、具体的な建築計画について設計事務所に図面を書いてもら

うことになった。ただ、役職者も計画しているユニット型特養につ

いて実際に勤務したこともないため、兵庫県老人福祉事業協会阪神

ブロックに加入しているユニット型特養の協力を得て、 1 週間の体

験実習をさせてもらった。自分たちが働く新しい施設に対し、具体

的なイメージをもって施設を作り上げる段で意見を持ち寄れるよう、

他の役職者にも実習を行う予定である。  

 

 

2 職員配置 ※派遣職員含む  

施設長  事務員  
介護支援  

専門員  

看護師  

（准看護士）  
管理栄養士  

1 1 1 3（1）  1 

理学療法士  介護職員   介護職員   清掃業務  生活相談員  



（リーブ兼務）  常勤（嘱託）  非常勤 (生活支援 )  非常勤  

1 15（1）  14（3）  1 1 

                      6 年 3 月 31 日現在  

3 内部・外部研修     

 

4 年間行事  

月  行  事  

4 ・花見昼食会（48 名）  

5 

・端午の節句会（マグロの解体ショー：50 名）、菖蒲

湯入浴  

・ウーバーお食事会（3 名）  

6 ・ウーバーお食事会（3 名）  

実施日  研修名  主 催  参 加

者  

7 月 10 日～  

8 月 28 日  

サポーターズカレッジ虐

待防止研修 2 回  WEB

講座  

サポーターズカレッ

ジ講座  
39 名  

11 月 5 日～  

3 月 28 日  

サポーターズカレッジ身

体 拘 束 廃 止 研 修 2 回

WEB 講座  

サポーターズカレ

ッジ講座  
39 名  

6 月 15 日  介護職員のためのリスク

マネジメント研修  
オンライン  2 名  

6 月 22 日  コーチングの土台について  オンライン  1 名  

6 月 23 日  給食施設研修会及び集団給

食施設対象食中毒防止講習

会  

西宮市勤労会館  1 名  

7 月 14 日  

他 3 日  

兵庫県介護福祉士会  

介護実習指導者研修  

兵庫県福祉センタ

ー  
1 名  

9 月 5 日  福祉従事者新任職員研修

（高齢者福祉）  

県福祉人材研修センタ

ー  
1 名  

9 月 20 日  高齢者虐待対応力向上研

修  

兵庫県社会福祉士

会  
1 名  

11 月 10 日  福祉従事者中堅職員研修  

職業倫理と権利擁護  

県福祉人材研修センタ

ー  
1 名  

2 月 7 日  令和 5 年度栄養士・調理

師研修  

県福祉人材研修センタ

ー  
1 名  

3 月 7 日  阪神ブロック第 3 回  

施設長会研修  
ホテル北野プラザ  2 名  

3 月 11 日～  

3 月 18 日  
ユニット型特養での生活  

高齢者総合福祉施設  

愛しや  
1 名  

3 月 22 日～  

3 月 23 日  

日本介護支援専門員協会

近畿ブロック研究大会  

アリストンホテル神

戸  
1 名  



7 ・ウーバーお食事会（3 名）・七夕会（53 名）  

8 ・夏祭り（51 名）  

9 ・敬老会（51 名）  

11 ・尼崎武庫川園祭（49 名）  

12 ・クリスマス会（50 名） ・ゆず湯入浴  

1 ・新年会（50 名）  

2 ・節分会（53 名）・手作りおやつクッキング（53 名）  

3 ・お雛祭り会（52 名）  

 

 

  



第２松の園 
 

1 令和 5 年度事業総括  

 令和 5 年度、第２松の園は利用契約３５人でスタートした。  

年度の途中から、第１松の園の通所事業再編に伴い第１松の園へ 7

名の方が異動され、第１松の園から第２松の園へ２名異動、生活スタ

イルの移行から松の園へ１名、リーブフルーリーへ１名、他事業所へ

1 名生活の場を移され、現在２７名の在籍となる。   新型コロナ

の５類への移行や、就労活動の増加もあり１日の平均利用人数は２４．

５８名で利用率９１％と多くの方に利用して頂いた。職員体制につい

ては、年度途中にパート職員１名が自己都合により退職。１名が事業

再編に伴い第１松の園へ異動した。  

感染症対策については、健康チェックをご自宅、施設利用中にもお

こない、消毒を徹底した。感染者増加で休園することはなかった。  

 

 生産活動に関して、今年度も営業の窓口として目標工賃達成指導員

を配置し、パソコン・小型家電のリサイクル事業の営業、運営を開始

した。NHK から取材を受け放送して頂いた事もあり、近隣の方々だけ

でなく、特別支援学校や大学、病院や企業からも多くのパソコンの寄

付を頂き徐々に軌道にのっている。その他、新たにタオルの加工業務

を請け負う。併せて、以前から請けていたジョブステーション西宮か

らの作業や、西宮市上下水道局から引き続き水道メーター解体作業を

請け負うこととなった。また、法人内施設の職員不足解消の為の清掃

業務、リネン業務、洗車業務を請け負い、工賃増加となる。令和 5 年

度における平均工賃月額は 10.770 円であった。  

 

外部講師による音楽療法を継続し、季節行事や誕生日会等、作業以

外のイベントも定期的に実施し、楽しんで頂ける機会を増やした。今

までに無かった企画としてキッチンカーを呼び青空の下で楽しんで頂

けた。  

  

事業再編で第 1 松の園と利用者、職員の入れ替わりもあり、交流を

する機会が増えている中、同じ通所事業として共同で保護者懇談会な

どを開催することができたので今後も行事等を共催していくことで両

事業所の利用者・ご家族間の交流を深めていきたい。  

 

サービスの質の向上を図るために、職員の人材育成にも力を入れ、

法人内研修や外部研修、オンラインでの研修にも積極的かつ計画的に

参加し、職員に高い専門性を求めた。  

 

 

 

 



2 職員配置   

施設長  事務員  サービス  

管理責任者  

生活支援員  目標工賃  

達成指導員  

１  １  １  １  １  

職業指導員  

常勤   

職 業 指 導 員   

非常勤    

   

4 2    

                    令和 6 年 3 月 31 日現在  

 

 

３ 外部・内部研修 

実施日 研修名 参加人数 

5 月～3 月 自閉症 e サービス研修（計 10 回） 2 

5 月 チームアプローチ 1 

6 月 虐待防止（通所） 

リーダーシップ研修 

10 

1 

7 月 MBTI・チームビルディングについて  1 

8 月 権利擁護 4 

9 月 

 

 

 

指導的職員の為の研修  

組織マネージメント基礎講座  

OJT リーダー養成研修 

KYT 研修 

日本基盤ネットワーク全国大会  

1 

1 

2 

2 

1 

10 月 

 

工賃向上プロジェクト  

専門職としてのコミュニケーション  

1 

1 

11 月 

 

 

 

スキルの向上 

応急手当普及員 

MBTI・チームビルディングについて  

チームマネジメント研修  

1 

2 

2 

1 

1 月 BCP 研修 

近畿地区知的障害関係施設長等会議  

2 

1 

2 月～3 月 尼崎武庫川園 実践報告会 6 

 

４ 年間行事 

４月  お花見、音楽療法  

５月  音楽療法  

６月  音楽療法  



 

５ 月別生産活動収益      

 

 

  

７月  バーベキュー、音楽療法  

８月  夏祭り、音楽療法  

９月  音楽療法  

１０月  音楽療法  

１１月  武庫川園祭り、インフルエンザ予防接種、音楽療法  

１２月  クリスマス会、大掃除、音楽療法  

１月  新年会、音楽療法  

２月  個人懇談会、節分会、音楽療法  

３月  ひな祭り、音楽療法  

月 月別合計金額 

4 月 254,948 

5 月 217,176 

6 月 315,327 

7 月 266,094 

8 月 288,723 

9 月 248,382 

10 月 312,932 

11 月 313,940 

12 月 317,005 

1 月 210,296 

2 月 265,436 

3 月 388,759 

合 計 3,399,018 



リーブ・フルーリー  
 

１ 令和 5 年度事業総括  

 令和 5 年度は 1 月に女性利用者 1 名が療養型病院への転院のため退

所となる。男性利用者 2 名が 12 月・3 月に救急搬送され、長期の入院

となっている。令和 4 年度末から女性 1 床が空床となっている。入所

者の希望者を募り、早い時期での入所調整を行っていく。  

令和 5 年度は生活介護事業における年間の平均利用者数は 47.0 人か

ら 48.0 人となった。ご家族の状況の変化もあり、週末に帰宅されてい

たご利用者の帰宅頻度の減少が要因として考えられる。  

 

令和 6 年 2 月・3 月に男性女性フロアでノロウィルス・新型コロナ

ウィルスのクラスターが発生してしまい、保健所・嘱託医の指導の下

療養、隔離対応を行った。それぞれの感染症で感染されたご利用者は

男性女性共に大事には至らず、その後、後遺症と思われる症状の方は

いない。  

 

短期入所については、新型コロナウィルスが 5 類に移行したこと、

同法人内の通所利用者からのニーズもあり、延べ利用者数は前年を大

きく上回る。短期入所のニーズ調査を続けながら、事業の継続を行っ

ていく。過去５年間の延べ利用者数の推移は以下のようになっている。 

年 度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

人 数 1440 人 843 人 260 人 484 人 737 人 

 

新型コロナウィルスは 5 類となったが、感染リスクも考慮し、日帰

り・一泊旅行は中止となった。その中でも感染対策を施しながら買い

物のみだった外出活動も外食をして帰ってきていただくプログラムに

変更し、楽しみを創出した。その他、施設内で楽しめる活動や小グル

ープでの活動についても、コロナ対応以前の様な形に近づけ「日常」

に戻していく取り組みを行った。  

設備備品の更新について、当初予定していた館内共用部分の照明を

LED ライトに取り換えた。この他に経年劣化していた各階のパソコン

の更新、利用者居室のベッドマットの更新を行った。環境整備、備品

等の改修は都度行っている。また、高齢となったご利用者向けに必要

となる福祉機器類についても導入・活用をすすめている。  

ご利用者の健康管理では、協力医療機関及び嘱託医との連携により

疾病の早期発見・早期治療に努め、感染症予防措置の強化などに取り

組んだ。高齢に伴う認知症や身体状況の変化が見られる方もおられ、

今後、現場での対応についての更なる専門知識が必要となってくる。

専門医や医療機関とも引き続き協力関係の強化を図っていく。  

 

 

 



２  職員配置  

 施 設 長       事 務 員     

本部事務兼務  

サ ー ビ ス 管 理

責任者  

看 護 師  管理栄養士  

１ １ １ ２ １ 

理学療法士  支  援 員  

常勤（嘱託）     

支 援 員  

非常勤  

その他    

１ ２１（２）  １１ １  

                                         

6 年 3 月 31 日現在  

３  内部・外部研修     

＜外部＞  

実施日  研修名  参加人数  

5 月 16 日 チームアプローチ実践研修  1 名（支援員）  

6 月 23 日 令和 5 年度給食施設研修  1 名（栄養士）  

7 月 20・26 日 救急講習  各 1 名（支援員） 

11 月 10 日 中堅職員養成研修  1 名（支援員）  

11 月 11 日 
利用者と介護者の体を守る介護技術研

修 

1 名（理学療法

士） 

11 月 16 日 新人ステップアップ研修  1 名（支援員）  

11 月 17・18 日 リフトリーダー研修  1 名（支援員）  

11 月 21 日 コーチング研修  1 名（役職者）  

11 月 27 日 ストレスマネジメント研修  1 名（施設長）  

1 月 12 日 介護技術研修  1 名（支援員）  

1 月 30 日  サービス管理者更新研修  1 名（役職者）  

2 月 7 日  栄養士調理師研修  1 名（栄養士）  

 

＜内部＞  

実施日  研修名  参加人数  

7 月 18 日・9 月

5 日・10 月 10 日  
おむつ講習  各 6 名  

8 月 23 日・1 月

18 日 
感染症関連について  15 名 

9 月 12 日 虐待防止について  15 名 

12 月 13 日 権利擁護について  13 名 

12 月 15 日～ 権利擁護について（オンデマンド視聴） のべ 30 名  
 

＊2・3 月は館内で感染症流行したため、実施できず。  

 



４  年間行事  

月 日 行 事 内 容  参加人数  

4 月 4・5・6 日  花見 48 人 

6 月 13 日  じゃんけんスタンプラリー大会  45 人 

7 月 25 日  夏祭り  49 人 

9 月 26 日  バーベキュー大会  48 人 

10 月 31 日  ハロウィンイベント  49 人 

11 月 1 日 尼崎武庫川園祭り  49 人 

12 月 19 日  クリスマス会  48 人 

1 月 16 日  新年会  48 人 

3 月 19 日  お楽しみ会・食事会  45 人 

    

 

  



第１松の園 
   

１ 令和 5 年度事業総括  

通所事業再編に伴う第 2 松の園や入所施設への利用サービス変更に

伴い 3 名の退園、第 2 松の園から 1 名、新規卒業生 1 人を加え 10 代

から 60 代まで 45 名の契約で開始した。年度途中に多機能型事業で運

営していた就労継続支援 B 型事業を廃止し、定員変更をおこない 10

月より生活介護事業所（定員 50 名）として運営を始めた。  

年度途中で他事業所からの利用サービス変更に伴い 2 名、第 2 松の

園から 7 名が入所し、カトレアの園の入所利用者の日中サービス利用

の為、1 名が入所された。第 2 松の園に利用サービス変更が 3 名、他

事業所の利用のため 4 名が年度途中で退所となる。新型コロナウイル

スの 5 類移行があったが、感染症発生時には利用控えがあったこと、

コロナ禍で通園スケジュールが変わり、登園率が下がったご利用者が

数名おられたため定員に対する登園率は 76.4 パーセント（就労 B 廃

止後 10 月～3 月半期）で昨年比 7.2 パーセント減となった。事業変更

に伴う人員配置の調整不足もあり 2 年連続の赤字決算となった。  

感染症対策については、健康チェックをご自宅、施設利用中にもお

こない、消毒の徹底をおこなうことで感染者増加による休園をするこ

となく運営できた。  

利用者の活動について、事業変更後も変わらず作業を中心に自主生

産品の作成、個人に合わせた自立課題や体を動かす活動メニュー（ウ

ォーキング・座り体操・音楽療法）を組み合わせて、個別やグループ

での活動を提供している。にしのみや市民祭り、甲東地区主催の文化

の集いに参加し、地域で自主生産を販売するなど外部と交流する機会

も増えてきている。作業の新規開拓はできなかったが、スポット的に

入る受注作業などを請け負うことで生産活動の売り上げの減少幅を減

らすことができた。  

ライフステージに合わせた支援環境を構築していくために様々な支

援者とつながる機会を増やせるように利用者、ご家族に福祉サービス

の利用を提案している。その結果法人内施設のショートステイ利用も

増え、入所施設に空所が出た場合に速やかに入所へと移行できるよう

な環境作りが出来つつある。  

事業再編で第 2 松の園と利用者の入れ替わりもあり、交流をする機

会が増えている中、同じ通所事業として共同で保護者懇談会などを開

催することができたので、今後も行事等を共催していくことで両事業

所の利用者・ご家族間の交流を深めていきたい。  

近隣にできた、むこがわ特別支援学校の見学会や芦屋特別支援学校

の実習生を積極的に受け入れるなど、新規利用者獲得に向けての取り

組みを継続している。  

職員の資質、意識の向上を図るため、外部研修やオンライン研修等

に積極的に参加した。特に強度行動障害に対する支援者養成研修（基

礎・実践・行動援護）に複数の職員が参加し資質の向上を行ってきた。  



2 職員配置  

施設長      事務員      サービス管理  

責任者  

看護師  

パート  

栄養士  

１  １  １  （１）  ０  

理 学 療 法 士  

非常勤   

支 援 員    

常勤     

支 援 員    

非常勤  

  

０  ９  ６    

                          R6 年 3 月 31 日現在  

 

３ 外部・内部研修  下記以外に職員全員対象で虐待防止研修実施（オ

ンライン）  

外 5 月～3

月 
自閉症 e サービス研修（12 回） 

支援員１

名 

外 11 月～3

月 

行動援護従事者、強度行動障害支援者（基礎・

実践） 

支援員 4

名 

外 
６月 スーパーバイズを活用した実践報告会  

支援員１

名 

内 
７月 虐待防止・身体拘束 

支援員２

名 

内 
７月 MBTI・チームビルディング  

施設長・

主任 

内 
８月 リーダーシップ研修 

支援員 1

名 

外 
８月 カスタマーハラスメント  

施設長・

主任 

内 
９月 OJT リーダー研修 

支援員１

名 

外 ９月 管理責任者のスキルアップ研修  主任 

外 ９月 生産活動・就労支援部会研修  施設長 

外 ９月 コーチング研修 副主任 

内 
９月 KYT 研修 

支援員１

名 

外 ９月 日本基盤ネットワーク全国大会  施設長 

外 10 月 障害制度と介護保険制度の連携  施設長 

外 11 月 意思決定支援研修 主任 

外 11 月 人材育成と組織運営についての研修  施設長 

外 11 月 大阪ケアウィーク 23 主任 

外 12 月 日中活動支援部会全国大会  主任 



外 
12 月 中堅職員研修  

支援員 1

名 

外 
２月 公開事例発表会  

支援員 1

名  

内 2 月～3

月 
実践報告会  

支援員 7

名 

４ 年間行事    

月  行 事 内 容  参加人数  

4 月  お花見弁当  ４２  

5 月  青葉食事会  ３７  

6 月  冷たいおやつ会  ３５  

6 月  定期健康診断  ４３  

7 月  七夕作品展  全員  

8 月  ミニ夏祭り  ３５  

9 月  ミニミニスポーツ大会  ４３  

11 月  尼崎武庫川園祭り   

12 月  クリスマス会  ４７  

1 月  新年会  ３８  

2 月  節分おやつ・壁画  ３７  

3 月  ひな祭りおやつ・壁画  ３９  

  毎月 誕生会  避難訓練  

 

５ 月別生産活動収益  

月  月別合計金額  

4 月  101,710 

5 月  101,354 

6 月  106,215 



 

  
7 月  123,624 

8 月  142,020 

9 月  103,525 

10 月  117,902 

11 月  90,981 

12 月  139,835 

1 月  106,638 

2 月  105,704 

3 月  79,700 

合 計  1,319,298 



こころ＆つばさ 
 

1 令和５年度事業総括  

現在男性２名女性１名のご利用者が生活されている。  

１名が職場に通うことが身体的に負担になり退所された。入所候補者

があり、体験を繰り返すも本人の意向が固まらず保留になっている。

希望者があり見学にも来られたが、伊丹市と尼崎市がホーム内の重度

訪問利用の支給決定は出さないとの方針で入所には至らなかった。  

９年度まで特例が延長されたため、自治体と交渉しながら新規入所者

を確保していく。  

職員とのコミュニケーション、利用者情報の共有と効率化のため、

ケア記録アプリを導入した。本格的な仕様は 6 年度から行う。  

コロナについては８月女性１名、１０月男性１名が陽性となった。  

  

 

  

 

2 職員配置  

   

管理者       サ ー ビ ス 管 理 

責任者  

支 援 員   

非常勤  

1 名  1 名  15 名  

                    令和 6 年 3 月 31 日現在  

  



かがやきステーション  
 

1 令和５年度事業総括  

法人内通所利用者３５名・法人内入所利用者６１名・法人外サービ

ス利用者５名・一般就労１名のサービス等利用計画支援、サービス等

継続支援を行った。入所施設から療養型病院に移行し障害福祉サービ

ス終了による利用者減があった。  次年度は他の相談支援事業所から

法人内利用者の新規受け入れにより契約者数は増える予定となってい

る。サービス利用によって本人らしい生活が成り立つような支援体制

作りを他の関係機関と連携を取りながら行った。  

令和３年１０月より体制が変わり、管理者兼相談支援員１名、相談  

支援員兼他施設職員１名の２人体制となった。法人内における将来的

な相談支援事業の在り方についての検討は継続中である。  

新型コロナウィルス感染症の５類移行に伴い対面での面談を中心に

行った。特に法人外のご利用者に対しては自宅や利用している通所の

事業所を訪問し、サービス担当者会議を行った。  

家族から虐待を受けたと利用者から訴えがあり、市に通報し状況の

説明をご本人と一緒に行った。その後グループホームの紹介、見学の

同行を行った。 

入所施設利用者の「働きたい」「地域で暮らしたい」「充実した余暇

活動をしたい」などのニーズに合わせた支援の調整を法人内や他の事

業所と連携をとった。移動支援の事業所を紹介し外出支援につなげる

事ができた。「作業をしたい」という希望から週に数回、同法人内の生

活介護の事業所の利用につなぐこともできた。地域移行に向け近隣の

グループホームを探し見学の調整を行った。一方、ヘルパー不足やご

本人に合うような日中活動場所を見つけられず、社会資源の不足の問

題に直面する事もあった。  

第１松の園と第２松の園の再編において面談等を行いスムーズな移

行ができるように調整を行った。移行が決定した方に対しては新たな

サービス等利用計画と申請書類を作成した。  

同居の家族が長期入院となり、自宅での生活が難しくなった利用者

には入所施設の短期入所の利用につなげ、安定した生活を継続できる

ように市や入所施設と連携をとり申請書類の代理作成を行った。  

定期的に西宮市自立支援協議会のあんしん窓口連絡会（市内の相談

支援員が集まる会議）に参加し、研修の受講、居宅介護支援事業所と

の連携や必要なサービスに結びつけるための提言を行ってきた。また

令和５年度から新たに地域移行連絡会にも参加し市内のグループホー

ムと情報を共有したり、特別支援学校や事業所の見学をする事ができ

た。 

障害者虐待防止研修を受講し権利擁護の意識を高める事ができた。  

事業所内でも虐待防止委員会を開催した。  

 

 



2 職員配置  

管理者兼相談支援員      相談支援員（他施設職員と兼務） 

１  １  

 

３ 外部・内部研修    

実施月 研修名 参加人数 

９月 精神障害者の理解と支援について学ぶ研修  １ 

９月 認知症の原因と予防  １ 

１０月 第２回 65 歳問題！障害制度から介護保険制度

への移行ケース 

１     

１０月  いたみ杉の子公開研修（GH での生活を通して

みる障害者の暮らし）  

１  

１１月  重度訪問介護について  １ 

１２月  一羊会オンライン実践報告会  １ 

１２月  法人内研修（MBTI）  １ 

１月  相談支援従事者専門別コース研修（地域移行）  １ 

１月  第３回 65 歳問題！障害制度から介護保険制度

への移行ケース  

１ 

１月  障害者虐待防止研修  １ 

２月  福祉職の為の成年後見制度  １ 

２月  高齢知的障害者への支援  １ 

３月  利用者の地域移行へ向けた相談員の関わり  １ 

 


